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日本結核病学会東北地方学会

第10回 総 会 演 説 抄 録

(昭和29年10月2日 於山形県立山形工業高校講堂)

〔特 別 講 演〕

外科的肺疾患の診断と治療の進歩 東北大教授 鈴 木 千 賀 志

〔一 般 講 演〕

L乾 燥BCGワ クチンの接種方法に関する研究

八鍬英一郎 ・伊藤克己 ・高世幸弘 ・海老名昭昌 ・豊

島信 ・榊喜代治 ・黒須守二 ・梅田義彦 ・鈴木筒夫 ・

高橋義郎(東 北大 抗研)

2.結 核症における白血球喰菌能の研究(第2報)

ホルモン,ビ タミン剤の喰薗能におよぼす影響

川守田淳(東 北大 抗研)

各種 ビタミン,ホ ルモン剤と喰菌能との関係を,生 体

内,試 験管内にて大谷氏の全血喰菌試験法に準じて行つ

た成績を報告する.(1)健 康天竺鼠で比較的コンスタン

トに影響ある如く思われるのは,コ ルチゾンである。

(2)結 核感染後もコルチゾンは影響ある如 くである。

しかしその影響は持続的ではなかつた。(3)ホ リアミ

ン,ナ パホルモン,エ ナルモン.ビ スラーゼ,メ タボリ

ンも,一 時的に喰菌能の充進を示すが,い ずれもその影

響は持続的ではなかつた。試験管内における実験におい

ても,諸 種薬剤の影響は生体と同じ傾向がみられた。次

に喰菌能の経過と,感 染結核天竺鼠の経過を比較した。

(1)喰 菌能の充進を認めたコルチゾン注射群では 病変

がひどく,他 の薬剤投与群は対照と同程度か,そ れより

悪かつた.す なわち,一 ・時的喰菌能の充進はホルモン,

ビタミンでもおこるが,結 核の全経過の良否と平行する

ものではなかつた.

3・ 肺結核患老の血液および喀褒申総ビタ ミン 恥 量

について

本多徳児 ・松井哲郎 ・新谷興平(弘 前大 大池内科)

肺結核患者46例(血 液VB2測 定40例,喀 褻VBx測

定24例)に つき血液および喀疾中総VBz量 を藤田氏

Rumifiavin法 に より測定し次の結果を得た。(1)肺

結核患者血液中総VB2は 平均6.02γ%～2.5γ%を 示

し,赤 血球数400万 以下の例では平均4.39γ%を 示し正

常の例より低埴を示した.(2)肺 結核病変の程度,喀

褻中結核菌の有無と血液中総VB2量 との問に 関係は認

められなかつた。(3)喀 疾 中結核菌の有無と喀疾中

VB:量 との関係について検討するとGiv以 上の11例

平均喀疾中VB2量20・67γ%を 示し,菌 塗抹陰性9例 、F

均15.78γ%よ り高値を示したe(4)肺 結核空洞と喀

褻中総VB2量 との関係を検討すると空洞不明5例 平均

喀疾中VBx量13.67γ%を 示し空洞径3em以 下の7

例平均X7.1γo/e,3㈱ 以上の12例 平均19.05γ%を

示し空洞の 大きい例程喀湊中VB2量 高値を示すように

思われた。(5)肺 結核病変と喀疾中総VB2量 との関

係を検討するに病変軽度の平均12,28γ%,中 等度5例

22.1γ%,高 度16例16.8γ%を 示した。

4・感作赤血球疑集友応の本態 一特に抗俸について一

武田直良(東 北大 抗研)

最初感作赤血球凝集反応の抗体が血清中のグ戸ブリン特

に γ一グ冒ブリンに あるのではないか と思い 結核患者に

おいてこの反応の凝集価と γ一グロブ リンとを比較した.

その結果は両者の間には何等の関係が見出されぬ。結核

家兎の場合にも同様である、又人型結核菌を接種した家

兎について経過を追つて両者を 比較すると γ一グ鐸ブリ

ンが増加 しても凝集価が高くなる事はない。β一グロプリ

ン,・炉グ鐸ブリンについても全 く同様である。抗体を吸収

させた血清については 凝集価の 高いもの程 γ一グロブリ

ンが多く減少するとは限らぬ。他方結核患者においてこ

の反応の凝集価と血清 リポイドの量とを比較した。その

結果は両者の間に平行関係が見出され結核家菟において

も同様であり,抗 体を吸収させた血清については凝集価

の高いもの程 リポイ ドの減少が多い。以上より感作赤血

球凝集反応の抗体は γ一グロプリンには存在 しないで・

大半は血清 リポイドに関係あるように思われる。

5.抗 結核剤の糖代謝におよぼす影響について

阿部政次(抗 研)

1)葡 萄 糖100に 対 ずる環元作用はINAH39・3,TB!

44.6,PAS37.3,SM1.6で あつた。2)し かしこれ

等の血中濃度は低い為HagedomJeu"en氏 法におい

て,血 糖測定値におよぼす誤差は普通人体投与量につい

ては認められないe3)家 兎 に人体投与量の10倍 を与

えた場合糖負荷試験に対する影響はPASに おいて著し

かつたが,INAH,SMは 何等影響が無かつた(TB,は

実験せず)。4)PASにINAHを 混注するとPAS単
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独痔よりも正常に近い 血 糖曲線が 得られた。

の糖負荷試験に対する影響はInsulin分 泌を抑制する

為でなく体細胞特に肝細胞のGlucojen合 成が阻碍され

る為である事がShaub効 果およびInsulin感 度試験

により確められた。6)PAS服 用時はPAS非 服用時

に比し血糖が高く,長 期聞服用におよべば,肝 細胞に異

常を来し易い例において,糖 代謝に異常を来し徐寿に含

炭摂取後の血糖が高まり・尿糖排泄が起るものと思われ

る。なお腎における糖排泄域は正常であった。

6.結 核症と貯蔵蛋白

星 敏 ・佐ゐ木洋子 ・永=塚道夫(岩 手県水沢市常盤木

病院)

7.結 核症における甲状腺機能について

尾形英雄 ・星安治郎 ・赤坂喜三郎(東 北大中村内科)

8.脈 血管造影像より見た肺循環

仲田祐 ・梶塚暁 ・佐藤純一 ・金渕一郎 ・水野成徳(東

北大 抗研)

各種外科的肺疾患に選択的肺動脈撮影を行い,こ れと気

管支造影像,切 除肺の肺動脈に 「モルヨドール」を注入

したX線 像,切 除肺病理解剖的所見および静脈カテー

テル検査所見とを対比検討した。肺結核の肺動脈の変化

は,主 として,肺 血管自身の破壊を最終結果とする一連

の病理解剖的変化に基 くものであり,気管支拡張症では,

換気不全に基 く肺血管の収縮すなわち,機 能的変化が主

なものであり,肺 化膿症では上記の両因が相半ばするこ

とを認めた。なお慢性肺疾患では.気 管支動脈の肺動脈

への吻合,特 に前毛細管性吻合が重大な意義を有する事

を知つた。慢性肺疾患における肺血管造影像では,上 記

の変化が単独にあらわれることは,少 なく,各 変化が合

併して複雑な様相を呈する故,肺 動脈読影上注意を要す

る、以上慢性肺疾患において,動 脈血の本質的不飽和が

証明されない事と相侯ち肺動脈血が,も はや,機 能不全

に陥つた肺組織を循環しなくなる事を窺知することが出

来た。

9・特発性気管麦拡張症の肺循環

山上次郎 ・亀井文雄 ・那須甫治 ・鈴木欣一 ・木村健一

本間 忠 ・香取 瞭 ・半沢重彦 ・浅野 薫(東 北大

中村内科)

昭和28年 以来われわれは静脈カテーテル法により気管

支拡張症の研究を施行し,そ の心肺機能について発表報

告して来たが,今 回は新検査法も施行し得て新知見を得

たので発表する。すなわち気管支拡張症においては,無

効肺胞換気率が著明に増大し,静 脈混合率も異常に増加

L,Distributi◎nの 障碍の著しい事が知られた。 又拡

散障碍が高度でありその理由を文献的に考察した。しか

して肺循環を論んずるに当つては気管支血管系が重要な

意義を有し,そ れとの前毛細管性吻合を考え,血 圧およ

び血液ガス性状の面より本症においては拡散,ガ ス分布

5)PASが 庫 得 団 られ て お り,又 鷹 当 のG)11at3n! fl◎Wの 存在

を充分に窺知し得た。

10.気 管支結核(気 管支鏡および気管支造影術)

鳴海弘英 ・相馬信夫(弘 前大 大池内科)小 関 陽

(耳鼻咽喉科)

1953年8月 より1954年7月 に至る1力 年間における

外来,入 院結核患者の中108例 に気管支鏡検査,107例

に気管支造影術を行い,69例 に両者併用したが,検 査

成績は次の通 りである。1)気 管支鏡108例 中63例

(58.4%)に 変化が認められ気管支造影術では107例 中

56例(52.3%)で あつた。2)粘 膜下型は23.290,浅

在性潰瘍および肉芽性潰瘍型は13・9%で あ り,癒 痕狭

窄型は他の報告例に比して多 く,21.3%で あった。3)

SM,PAS,INAH三 者併用のものに新 しい気管支 結

核が少なかつた。4)両 者併用 した例では,気 管支鏡検

査で変化認められない9例(13%)に は造影術で,又 造

影術で変化認められない8例(11。6%)に は気管支鏡検

査でそれぞれ病変が発見された。すなわち両者併用が気

管支結核の診断には必要である。

11。Mierolithiasisalveolauspulmonll1nの 一症

例

佐藤けい(抗 研)

集団検診で発見され,慢 性粟粒結核の疑診下に治療され

た患者が胸部レ線で全 く好転を示さず試験開胸にょり

Microlithiasisな ることを確めた一症例を報告するe19

歳の娘,従 来健,昭 和27年5月.集 検で=粟粒肺結核と診断

され化学療法を受けていたが,胸 部レ線写真上,微 細粟

粒撒布陰影は消失せず29年7月,試 験開胸により,肺

部分切除を行つた。標本肉眼的所見は表面ザラザラし,

割面はガラス様微小球で満たされ紙やす りの表面を思わ

せる。組織学的に肺胞道の所六に年輪様層状構造をなす

小結石あり,肺組織は一部無気肺を示すもほとんど正常。

結石は化学的に炭酸石灰および燐酸石灰が主成分であつ

た。なお,胸 部レ線所見を除いた他の一般臨床検査成績

はほとんど正常であつた。

,12・胃液内結核菌の消長と病型

木村静雄(山 形県日赤東根病院)

13.老 年期における肺結核

黒川一男 ・北島陽子(秋 田県立中央病院第二内科)

われわれは昭和26年4月 より昭和29年3月 までの3

年間に当科外来を訪れた50歳 以上の肺結核患者184名

について若千の考察を試みた。老結では病型は慢性のも

のが多 く血沈は病勢に関係なく高度に促進するものが多

い。何等かの主訴をもつて病院を訪れるものが多 く,か

つ咳蹴,喀 疾を訴えるものが群を抜いて多い。既往症の有

無にかかわらず,病 型は慢性化したものが多い.家 族歴

は1人 の同胞に患者を見出すものが最も多い、家族内の

結核死亡は子供に集積している。初診後テンポの遅い者
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結でも進行しているものが若干見られる。長年月にわた

り,年 齢より見て根治的療法を施行し得ない老結は家族

内に大きな影響をおよぼしている。老結の問題は広く各

方面の協力により忍耐強 く扱わなければならぬ。

14・ 豆類食品のパス結核菌発育阻止能に対する影響

本間喜代司 ・大場三夫(東 北大 中村内科)

15・ 抗結核剤と禰性 一一一第2報SM,PAS,INAH

の殺菌作用一

庄司 真(東 北大抗研)

SM,PAS,INAHの 単独,二 者および三者併用の殺菌作

用を試験管内でしらべた.実 験方法は第1報 と同じく各

秤濃度の薬剤を単独あるいは二者三者混じて試験管に入

れ,青 山B菌10mg浮 游 液O.Iccを 入れ,一 定時間後に

O・1ecず つ岡 ・片倉培地に培養して観察したeINAHに

対 しては第1報 で述べた方法を用いて岡 ・片倉培地上で

不活性化した。結果は,単 独ではINAHは 不活性化し

てもしなくても強い殺菌作用をしめし,PAS,SMは こ

れに次いだ。 しかしPAS,SMは よわ く,差 は著明でな

い.二 者併用では,主 役を演ずるのはINAHで,nNAH,

PAS群,INAHSM群 がつよくSMPAS群 ではほと

んど殺菌作用をみとめなかつた。三者併用でも主役を演

ずるはINAHで あつた。

16。結核と栄養とに関する研究 一 蛋白質の質の影

響(続 報)一 一.

大場三夫 ・本間 忠(東 北大 中村内科〉

蛋白質量を10%と し蛋白源として卵性アルブミン,カ

ゼイン,牛 肉,米+大 豆,玉 蜀黍+米 を用い脂肪は大豆

油を補充それぞれ5%と した食飼を用い 白鼠を飼育21

日間成長観察後,結 核菌を接種45日 間同様飼育観察し

た後屠殺剖検,肉 眼的および組織学的病理所見および組

織結核菌定量培養を行い比較検討した。

1は 自由食で1は 制限食で実験を行つた処単一動物性

蛋白食に比べ米,大 豆を混合した食飼は成長には必ずし

も不利でなくむしろやや勝る結果を示したが,結 核感染

経過はその成長大なるにもかかわらずより重症に擢患す

るように思われた。なお今後の成績をも併せ考えたい。

i7.INAH治 療のみで軽快した肺結核症

加藤慶五(山 形市)

18.Viomycinの 臨床

高階二郎(抗 研)

VMを 単 独ならびにPASと の併用によりSM耐 性患

者に対 して以下の如き効果ならびに副作用を持つことを

知つた。1)新 鮮 病巣を有する患者7名 に対するVM

単独間欠においてはその効果は動物実験と同じく,PAS

よ りも幾分良好であるが,SMに お よぱぬ成績と考えら

れる。2)SM耐 性患者に対 しても菌数の喀渓量の減少

休重の増加,体 温下降が見られるが,X線 所見は3ヵ 月

悶の治療では特別変化がなかつた。3)副 作用として最

も注目された第8脳 神経に対する影響 と腎に対する影響

では,前 者は総例13例 中1例 も認められなかつたが,後

者においては過半数に赤血球,円 柱・蛋白の出現があり

一部では濃縮機能,色 素排泄試験において障碍を示した

ものがあつたが投薬の中止 と共に2,3週 の内に速かに

消退した。その他注射時の落痛,硬 結・発熱等の自覚症

状は注射回数が進むにつれて次第にこれが認められなぐ

なる。以上を総合するとVMはSM耐 性患者(]〔NAH

も同様に扱われるであろう。)に 対して,腎 所見に留意

しつつ併用すれば充分なる効果が期待される。

19.空 洞 と化学療法

渡辺鮫平 ・中村治正(国 療岩手)

空洞性肺結核に化学療法を施行した場合,空 洞がどのよ

うな変化を示したかを49例 につき検討した。1)空 洞

像消失例は49例 中7例,縮 小21例,そ の他は非縮小

群である。2)薬 剤使用量から見ると,空 洞非消失群の

使用量は,む しろ消失群より大量で,こ の事は空洞の消

失は空洞自体の性質にあると考える。3)4cm以 上の

空洞は消失せしめ得なかつた。4)巣 門結合の消失傾向

と空洞の消失傾向は平行している。5)空 洞外肺野病変

の治癒傾向と空洞の消失傾向は平行する。6)空 洞消失

例の菌陰転率は7例 中3例 に過ぎなかつた。7)空 洞が

一旦消失した後再開した4例 があり,最 長 ユ年4月 後に

再開している。8)空 洞縮小例に対して追加された胸成

術の成績は優秀であつた(症 例をスライ ドで供覧)。

20.国 立宮城療養所における最近の結核性髄旗炎の治

療戌績

水沢正紀(国 療宮城ナ

24年7月 以降本年8月 末迄5年2ヵ 月間に当所に入所

し化学療法を施された結核性髄膜炎患者35例 について

統計的観察を行い次の結論を得た。(1)35例 中25例

は21歳 以上の成人であつた。(2)転 帰 は死亡31,

治療2(発 病後3年 半以上経過)7ヵ 月以上観察中2例 で

ある。(3)死 亡 は3ヵ 月以内15例,3ヵ 月以上1年 以

内18例 であつた。(4)施 行 した化学療法は主としてSM

の筋注および髄腔内注入,な らびにこれにPASの 内服

を併用した ものである。 使用したSMの 量は40g迄

20例,419以 上11例 であつた。INAHをSMあ る

いはSM,PASに 併用 したものは4例 だけである。(5》

発病から治療開始までの日数は20日 以内が30例 であ

つた。(6)合 併症は粟粒結核13,肺 瘍15,腸 結核

10等 であつたe(7)死 亡例は一路悪化の例と一旦軽快

後再び悪化して死亡の例の2群 に分たれる。
・21.結 核切除肺の形態学的研究,特 に化学療法の影響

について

黒羽 武 。植田穂積(東 北大 抗研)

22.肋 旗外合成囲脂充墳術の違隔成績

岩渕正喜(秋 田県立中央病院第二内科)
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昭和24年9月 から昭和25年4月 までに,当 内科から

外科に依頼し,肋 膜外合成樹脂充填術を施行,術 後経過

観察した7例 の患者について成績を調べrc。1例 は合併

症として術後気管支痩を併発し,約1年 半後死亡した。

残る6例 中,平 面 シヤシン上空洞が比較的小さく肺尖に

限局し,周 囲浸潤が少なかつた,2例 が・術後現在まで

変化なく勤務している。他の4例 は平面シヤシン上・多

くは鎖骨部,鎖 骨下に空洞が認められたが,術 後変化が

起り,再 治療を施行 し,中2例 は胸廓成形術に変え・他

の2例 は経過を見た上で外科的治療を施行する予定であ

る。

23.術 後3年 以上を経過せる胸部成形術526例 の遠隔

戌績

小野秀夫(菓 北大 抗研)

24.結 核死亡率と乳児死亡率`続 報〉

楠 信男 ・猪狩咲子 ・柵木智男(福 島医大第三内科)

世界の諸国の結核死亡および乳児死亡の減少の度とそれ

ぞれの死亡率の高さおよび国民所得を比較し次のことが

知られたe(1)結 核死亡についても,乳 児死亡につい

ても,1920年 頃を境 として以前には死亡率の高さと低

下の度との間には順の相関傾向があり,以 後には逆の相

関傾向がある。1920年 頃 は大戦がなければ 本来は最も

相関の低い時期であつたと推せられる。(2)1938年 の

国民所得と低下の度との間には数字の上では有意の相関

はないが,諸 種の事情を考慮に入れる時,一 般に国民所

得の大きいほど低下の度が著しい と考えられる。(3)

交明国の結核死亡率および乳児死亡率も今世紀初頭第1

次大戦前には必ずしも低 くなかつたが,そ のような国の

中でも国民所得の大きいものの死亡率低下は著 しく,第

2次 大戦直前の姿としては,一 般に国民所得の大きいほ

ど結核および乳児死亡率は低 くなつていた.

25.人 工放射性同位元棄S,,,,に よる結核再感染の 案

験的研究

菅野 巖 ・相沢慎吉(東 北大 抗研)

26,結 核重感染

岡 捨己(抗 研)

重感染における文献的考察を行 つた後,岩 ケ崎接種結核

症の幼児において,経 過殊に肺レ像の推移からみれば,

百 日咳ワクチン注射時が,重 感染であつた5名 を検出し

た。 この際,重 感染による注射部位,所 属 リンパ腺の変

化の出現時期と推移ならびに接種結核症としての一般経

過は.他 の接種結核症の幼児のそれと異なるところはな

かつた。すなわち,重 感染菌量が多い場合,人 聞におい

つても全 く初感染の如き態度をとるものであることを知
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